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題目 MT4と C言語による自動取引システムの構築

報告日までの取り組み
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設定目標 (P) A　自動取引システムの完成

B　 Ubuntu及びWindowsの比較

取組内容 (D) A-1　MT4から為替データを CSVファイルに格納するプログラムの改善

A-2　 C言語の発注プログラムの改善

B-1　 Ubuntu及びWindowsの C＋＋による再帰型強化学習（RRL）の速度比較

B-2　Wine等のWindowsアプリケーションを Linux上で動作させるものの比較

課題整理 (C) A　 B-2　未完了　 B-1　完了

A　ティックが届いてない時のデータの処理方法を考えている。（休日なども含む）

B-2　無料で使えるものが見つけられなかった。

改善方策 (A) A　ティックが届いてないデータの時間の直前の時間の為替データで補完する。

A　その時間のデータを省く。

B-2　 LinuxでMT4を使うならWineを用いる。
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